
 

 

 

 「田検小ヒストリア ～歴史秘話～」第 1 号（9．

20・金曜日に配布）を読んでいただけたでしょうか？ 

 実は体育大会の日、ある保護者から「校長先生、『田

検小ヒストリア』を読みましたよ。校章にあんな意味

があったんですね。初めて知りました。歴史を知るっ

て大事ですよね。楽しみにしています。」といううれ

しい言葉をいただきました。・・・がんばります。 
 

１ 朝の風景 

田検小学校の子どもたちは、登校してすぐ、自主

的にかけ足をしています。これは今年４月から始め

ており、すでに習慣になっています。 

その後、全校児童が学年ごとに並び（横隊）、「校

歌」の流れる中で国旗・村旗・校旗を掲揚するのが

伝統的な朝の風景です。この三旗掲揚がいつごろか

ら始まったかについては記録がありません。 

それが終わると、全校児童が朝のさわやかボラン

ティア活動（係の仕事などが中心）を行い、気持ち

を揃え、場を整えて授業を始めるという流れです。 
 
２ 校歌は、いつごろ作られたのでしょう 

 学校沿革史によると、昭和 36年 2月 20日（今か

ら 52 年前）に今の校歌が制定されたという記録が

あります。創立 80 周年記念式典の中で、当時の児

童約 360名が「朝夕あおぐ～♪」と声高らかに新し

い校歌を歌いあげた様子が目に浮かぶようです。 

[注]  昭和 36 年の児童数についての記録が見つか
りません。昭和 31 年の児童数が 334 人という
記録がありましたので、それをもとに考えると
約 360名程度ではなかったかと思われます。 

 

３ 校歌の作詞者は、だれでしょう 

校長室の古い額縁に入れられた歌詞や学校要覧

などにも、「作詞：福岡正信」と書かれています。 

では、福岡正信さんとは、いったいどんな方だっ

たのでしょうか。 
 

過去の情報が乏しくかなり苦労しましたが、多く

の方々の協力を得てようやく分かりました。 
 

明治 40（1907）年 10 月 14 日、徳之島町亀津に

生まれ、奄美で教員をされていた方です。初任地は、

現在の天城町立西阿木名小中学校で、亀津小、徳之

島高校、亀徳小、母間小、神之嶺小などにも勤務さ

れ、笠利小学校長を務められた後に天城町立岡前小

学校長で定年を迎えられました。 

退職後は、昭和 41年から昭和 49年まで徳之島町

中央公民館に指導員として勤務され、その間、「愛

唱歌曲集」「栄養教室の歌」「家庭教育の歌」「子ど

もの健康を守る歌」などの歌集も作られています。

昭和 54年 3 月、73 歳で生涯を閉じておられます。 
 

  たいへん勤勉で実直なお人柄で、歩くのが速く、

当時オートバイというあだ名が付けられていたそ

うです。神之嶺小学校から亀津まで徒歩で通勤され

ていたという逸話が、今も徳之島町には残っている

ようです。 

また、笠利小校長時代には、毎日ガリ版刷りで問

題を作られ、それを教員に渡しておられたそうです。 
 

校歌の歌詞を書いてくださったのは、笠利小の校

長時代だったと思われます。当時、田検小の佐々木

英三校長と懇意にされていたようなので、きっと、

校長同士のよしみで、「80 周年記念に制定する校歌

の歌詞を書いてくれませんか」という話になったの

ではないかと想像しているところです。 
 

詞の内容を分かりやすくするために、私なりに訳

を加えてみました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今をさかのぼること 50 年。田検の瑞々しく雄大

な風景の前に立たれた福岡正信さんは、未来の担い

手となる子供たちへの深い思いと篤い期待を込め

て詞を書いてくださったのでしょう。じっくりとか

みしめながら、子供と一緒に口ずさんでみましょう。 
 

福岡正信さんは、上嘉鉄小学校、喜界高等学校、

大島農業高等学校の校歌や「関西奄美会の歌」など

の作詞も手掛けていらっしゃいます。（文責：福田裕生） 

田検小学校 

ヒストリア ～歴史秘話～ 
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田検小学校 校歌 
              作詞 福岡正信 
              作曲 三界実義 

１ 朝夕仰ぐ  奄美岳 （S57.2.25から「湯湾岳」） 
  みどりに映ゆる  学び舎に 
  強く  正しき  心もて 
  学ぶ  われらの  夢清く 
  希望に燃える  田検校 
 
 
 
 
 
 
 
２ 波静かなる  焼内湾 
  はるかに望む  燈台の 
  明かき光を  範として 
  励む  われらの  意気高く 
  理想は薫る  田検校 
 
 
 
 
 
 
 
３ とどろき川の  真清水の 
  尽きせぬ流れ  たたえつつ 
  若き眉あげ  むねはって 
  伸びる  われらの  限りなく 
  活力あふれる  田検校 
 

【訳】 
朝夕  あおぎ見る  湯湾岳 

 そのみどり色は 校舎にも 映って 美しい 
 強く 正しい 心をもちなさい 
 学ぶ わたしたちの  夢は純粋で清らかだ 
 未来への希望にもえる  田検小学校 

【訳】 
波のしずかな  焼内湾 

 はるか遠くに見える  燈台の 
 あの明るく輝く光を  手本にして（見習って） 
 はげもう  わたしたちの  やる気をもって 
 理想とする姿の  実現をめざす 田検小学校 

 

【訳】 
とどろき川の  美しく清らかな水は 

 たえまなく流れ いっぱいに水をみたしている 
 若々しい眉をきりっと上げ  むねをはって 
 成長する  わたしたちに  限りはない 
 いきいきとした  元気あふれる 田検小学校 

 


